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研究成果の概要（和文）：本研究課題は、北アフリカにおける先住民運動の一つと目されるアマ
ズィグ運動について、とくにモロッコを対象地域として、その成立と展開や活動実態、運動が
抱える問題、一般住民の社会・宗教生活との離接関係を、現地調査および植民地支配期以降の
文書資料をもとに、人類学的観点から明らかにしようとするものである。その多様な活動の実
態については、とくに王立アマズィグ学院における標準アマズィグ語策定や、運動における歴
史観、故郷観、宗教観を例として明らかにした。一般住民の社会・宗教生活との関係性につい
ては、モロッコ南部出身で、モロッコ有数の商業民として知られるベルベル系シュルーフを事
例として、彼らの多くにとって宗教的帰属に基づくアイデンティティーが重要な意味を有して
いること、翻って運動からは距離を取る一因となっていることを明らかにした。そのようなム
スリムとしての帰属意識が端的に現れているのが、故郷を中心舞台として展開している新たな
社会運動としてのマドラサ（伝統的イスラーム教育機関）の復興である。本研究では、既存の
アマズィグ運動研究ではあまり顧みられることのない、そのようなマドラサ復興運動に目を向
けることで、アマズィグ運動の動きとは異なるアイデンティティー運動の可能性を明らかにし
た。この他、既存の人類学的ベルベル研究の動向の整理と総括、アマズィグ運動が展開する中
で再編されている地域概念、あるいは運動を駆動する民族の差異を際立たせる認識の批判的検
討など、理論面でも研究を進めている。 
研究成果の概要（英文）：This research project has elucidated the following points as its 
main contributions. (1) Historical process of the development of the Amazigh movement 
in Morocco(2) The role of Institut Royal de la Culture Amazighe (IRCAM) in the creation 
of the Amazigh language(3) Characteristics of the activists’ perspectives on language, 
history, homeland, and religion(4) The relationship between the Amazigh movement and the 
socio-religious lives of the ordinary people(5) The Madrasa (traditional Islamic school) 
revival movement among the southern Moroccan Berbers as their new identity movement, and 
the possibility of it reconfigurating local society(6) Theoretical examination of 
previous anthropological studies on Moroccan Berbers 
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の後押しを受けつつ、従来「ベルベル人」の
名で知られてきた人々の間で、エリート主導
の下、アマズィグ運動という名で知られる
「先住民」運動が活発化している。 
その流れを受けて開始されたアマズィグ運
動研究は、それまでの研究蓄積の少なさに比
べるならば、この数年で急速に拡大へと向か
う兆しを見せてはいるものの、全体としてみ
れば、まだ端緒についたばかりといえる状況
にある。加えてその多くは、アマズィグ運動
の政治的な局面に注目をする一方で、運動と
は関係の切れた一般のベルベル人の社会宗
教生活におけるアマズィグ運動の位置づけ
は不問にふされたままである。 
 
２．研究の目的 
 
本研究は、以上のような既存の研究で等閑に
付された論点の探究を通じて、モロッコとい
う特殊な社会的・歴史的文脈におけるアマズ
ィグ運動の受容と普及のプロセスを、多角的
に明らかにすることを目的としている。 
この目的を遂行するための主要な論点とし
て、以下の諸点を挙げることができる。 
 
(1)先住民運動としてのアマズィグ運動の成
立とその歴史的展開の解明 
 
(2)活動の現状の解明 
 
(3)運動を支える基盤となるべき一般住民の
社会生活と運動との関係のあり方の解明 
 
(4)アマズィグ運動とは異なる形で生起しつ
つある、故郷支援を志向する運動との比較を
通じたアマズィグ運動の可能性と限界の検
証 
 
３．研究の方法 
 
研究は、現地調査と文献資料収集調査による
一次・二次資料の収集の実施と、それらの分
析を通じて実施した。 
現地調査は、モロッコ王国の南西部スース地
方、およびスース地方出身者の主要な出稼ぎ
先であるラバト市、カサブランカ市、並びに
フランス・パリ市などにおいて実施をした。
とくに王立アマズィグ学院、ラバト市、カサ
ブランカ市などに拠点を有するアソシエー
ションの人々へのインタヴューや聞き取り
調査、アマズィグ語教育に携わっている教員
への聞き取り調査、スース地方の伝統的イス
ラーム教育関係者への聞き取り調査の実施
のほか、一般住民の生活への参与観察、自由
会話方式に基づく調査などを行っている。 
文献資料収集は、主に、ラバト市にある国立
図書館、ムハンマドⅤ世大学附属図書館、私

設図書館、パリ市にあるアラブ世界研究所な
どにおいて実施した。 
 
４．研究成果 
 
本研究は、先行研究が等閑に付していた上記
の問題の乗り越えを目指し、モロッコにおけ
るアマズィグ運動の現状と実態を多角的に
検討すべく、以下の４項目を主要な研究課題
として掲げた。 
 
 (1)先住民運動としてのアマズィグ運動の
成立とその歴史的展開の解明 
 
(2)活動の現状の解明 
 
(3)運動を支える基盤となるべき一般住民の
社会・宗教生活と運動との関係の解明 
 
(4)アマズィグ運動とは異なる形で生起しつ
つある、故郷支援の動きへの着目と、それと
の比較を基にしたアマズィグ運動の可能性
と限界の検証 
 
 これらについて研究の遂行により一定の
成果を得られたほか、理論的側面、2000 年代
以降に飛躍的な変貌を遂げたデジタル・メデ
ィア環境の変容などに関わる研究成果も得
ている。 
 
(1)アマズィグ運動の成立と展開：アマズィ
グ運動の成立と展開については、独立に際し
ての国家統合政策（アラビア語化、モロッコ
化）や都市化、社会的周辺化を契機として運
動が成立したこと、90 年代以降に国家が積極
的に容認をする中で、他地域の先住民や国際
機関との連携によるグローバルなネットワ
ークを流用しつつその動きを活発化させて
いることなどを、既存の研究を整理しつつ明
らかにした。 
平成 22 年度には、植民地支配期以降のベル
ベル研究とそこでの諸理論を検討に付した
口頭発表「人類学的ベルベル研究の展開」を、
平成 23 年度には口頭発表「モロッコにおけ
るアマズィグ運動の成立と展開」を通じて研
究成果の一端を発表している。また、2011 年
以降にモロッコに波及した「アラブの春」と
の関連でアマズィグ運動の現状について、平
成 24 年度に“Reflections on Political 
Change in North Africa and Its Influence 
on the European Union,” と題した論考を
発表している。 
 
(2)活動の実態の解明：活動の実態について
は、とくに王立アマズィグ学院の言語編纂委
員会委員、教員研修カリキュラム策定委員、
王立アマズィグ学院研究員、アソシエーショ



ンの成員などにインタヴューを実施し、既存
の研究では明らかにされていない標準アマ
ズィグ語制定に至るプロセスに関わる情報
を得ている。また、王立アマズィグ学院と他
のアマズィグ団体との相互関係、モロッコ初
のアマズィグ団体であるモロッコ文化交流
協会（AMREC）などについても、現地調査を
通じて一次資料の収集を行った。 
本課題については、とくに平成 22 年度に実
施した口頭発表「＜先住民化＞という隘路を
超えて―モロッコにおけるアマズィーグ運
動とマドラサ復興のゆくえ」において、その
成果の一端を明らかにしている。 
 
(3)アマズィグ運動とイスラーム：今日のモ
ロッコにおけるアマズィグ運動の国家レベ
ルでの位置づけを見定める上では、世俗主義
的思潮を汲むアマズィグ運動と、それに拮抗
する勢力とみなされるイスラーム主義の、ナ
ショナルな政治的領域における相互関係を
度外視することはできない。このイスラーム
主義とアマズィグ運動の関係については、す
でに多くの研究においても言及がなされて
いるが、本研究では、アマズィグ運動の政治
的次元における位置づけを全体的に把握す
る上で、第四極として近年台頭しつつあるス
ーフィー教団の存在も視野に収める必要が
あると捉え、その成果の一端を 2011 年度の
口頭発表「現代モロッコにおけるスーフィー
教団の展開」において提示した。 
 
(4)一般住民の社会・宗教生活と運動の関係： 
上記のような政治的次元に着目をする既存
の研究に対して、アマズィグ運動が一般の住
民の社会・宗教生活の中でいかなる位置を占
めているのかという社会的次元をめぐる問
題は、これまでの研究において等閑に付され
てきている。 
本研究では、アマズィグ運動の一般住民の社
会生活の離接関係を把握するために、第一に、
アマズィグ運動が新たに形成した歴史観、故
郷観、言語観、宗教観の特質の解明を、既存
の研究を援用しつつ、目指した。明らかにな
ったのは、世俗主義を選好するアマズィグ運
動がイスラームとの距離を取ろうとしつつ
も、ムスリムとしての自己認識を強く有する
一般住民の宗教意識からの乖離を避けるべ
く、イスラームとアマズィグ人の関係をめぐ
る新たな理解を提示していることである。こ
の理解を踏まえた上で、既存の研究では触れ
られていない、一般住民にとっての故郷観、
宗教観の特質の一端を浮き彫りにし、アマズ
ィグ運動のそれとの異同をイスラームとの
繋がりを明らかにした。 
研究成果としては、一般住民の宗教観の一端
を明らかにした論考「バラカ概念再考—モロ
ッコをフィールドとした人類学的ムスリム

聖者信仰研究の批判的検討」が平成 21 年度
に学術雑誌『イスラム世界』誌上に査読のう
え掲載をされているほか、平成 22 年度には
学術雑誌『アジア・アフリカ言語文化研究』
誌上に「聖者信仰の「本質化」を超えて―モ
ロッコにおけるフキーの治療の事例から」と
題した論文が査読を経て掲載されている。こ
のほか、平成 24 年度には、”Toward an 
Understanding of the Significance of 
Baraka in Everyday Life Contexts: With 
Reference to Anthropological Studies on 
Maraboutism in Morocco”と題した論考が
『上智アジア学』に、“Narrating the Life 
of a Man Known as a Sufi: An 
Anthropological Reflection on Narratives 
on al-Ḥājj ‘Alī al-Darqāwī by His Son 
al-Mukhtār al-Sūsī and Others”と題した
論考が『イスラーム世界研究』誌上に掲載を
されている。 
 
(5)故郷支援運動とアマズィグ運動：一般住
民の社会・宗教生活と関連して、アマズィグ
運動とは一線を画しつつ故郷で展開をして
いる異なるアイデンティティー運動の事例
として、マドラサ復興運動を取り上げ、運動
における故郷／都市をつなぐネットワーク
形成や、運動が目指す新たな社会のあり方、
故郷観などを明らかにし、アマズィグ運動の
限界を乗り越える可能性をそこに見いだし
た。 
平成 22 年度には、こうした点について、バ
ルセロナで開催された「中東研究世界会議」
（WOCMES）で"Homelands and Home Pages: 
Contemporary Amazigh / Berber Identity in 
Southern Morocco and Beyond"と題して、パ
ネル・セッションにおいて研究成果を発表し
た。欧米系の研究者の間では、近年、アマズ
ィグ運動の研究を進める向きはある。しかし、
それらの研究においてはベルベル人（アマズ
ィグ人）の故郷で展開されているイスラーム
復興運動の動きがアマズィグ運動と並行し
たアイデンティティー運動であることや、両
者の相互関係を視野におさめた研究は、管見
の限りでは、未だ存在しない。この点におい
て、本研究は、国際的にみても独創的なもの
であり、北アフリカにおける先住民運動の理
解を深める上でも重要な意義を有したもの
であるといえる。この点を受けて、国際学会
において欧米系の研究者はもとよりモロッ
コの研究者からも高い評価を得ることがで
きた。 
 
(6)以上に加えて、理論的側面については、
平成 23 年度に「＜非境界型世界＞という視
座から＜地域＞を再考する」および「＜非境
界型世界＞という視座から＜地域＞を再考
する―中東に生きる人々に学ぶ＜地域＞の



捉え方」という 2本の口頭発表を通じて研究
成果の一端を明らかにしたほか、デジタル・
メディアの普及について同じく平成 23 年度
に「通信の技術革新は中東世界をどう変えた
か」と題した口頭発表を行っている。 
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をフィールドとした研究を主として」、東京
外国語大学アジア・アフリカ言語文化研究所
中東イスラーム研究拠点（MEIS) 
中東☆イスラーム教育セミナー 
2010 年 9 月 19 日 
東京外国語大学アジア・アフリカ言語文化研
究所 
 
⑩SAITO, Tsuyoshi, 
"Homelands and Home Pages: Contemporary 
Amazigh / Berber Identity in Southern 
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Peripheries Become Centers: New Media 
Borderlands in the Middle East), World 
Congress for Middle East Studies (WOCMES) 
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